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<fF誤十uF畿十%は(ヤ溜上 Uは (甲2各))>-蓋且 (2)
となる｡左辺の p.tこ比例する項は p(5),j (5)-のフォノンの寄与で,残 りは電子の寄与である(pe(冒)e-
j/uF,je(i5e)-UFO)｡右辺が異常項で(Eは電場 ),期待値< >をとらない演算子の運動方程式とし
ては零になる｡SSは,現実のCDW系ではフォノンの寄与は無視できる程小さいと考え,(2)式を













くま 裳十 uF票>p-～ m w2-(uFq)2I:･1･･ (5)






















のピン止め効果が重要である(拙著 パリティ1の9,(1986)30参照 )0 SSはこの効果を取り
込んだ議論もしているが,ここでは考えない｡また,系は純1次元とし,電子のスピンも省略する｡
3) 藤川和男,日本物理学会誌41,685(1986･)ら











に見ていく.そして,phason と呼ばれる Goldstonemodelの重要性を bosonizationの立場から主
張する｡
まず,有効理論に出てくる役者を考える｡最初に,電流の荷い手である電子場 F(Ⅹ)である｡しかし,
擬一次元性の為に,その運動は右か左にしか(ほとんど)できない｡次は,系のほぼ全部の質量を持つ,
周期的に配列しているイオン,つまり格子である｡それから, CDW電流を流すのに必要な外電場Eがあ
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